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COVID-19パンデミック時のICUへの家族の面会方針、設備、コミュニケーション、支援

に関する国際比較研究(COVISIT)参加にあたっての説明文書 

  

この調査について 

本研究は、COVID-19パンデミック時における家族の面会制限指針や控室などの設備、

医療従事者とのコミュニケーションや支援に関するアンケート調査です。本研究は国

際共同研究として行われます。 

以下の説明を読み、調査に協力するか、あなたの自由意思で決めてください。協力

いただけなかった場合でも、あなたに不利益はありません。なお、本研究は、Alexis T

abah（Redcliffe ICU, Metro North Hospital and Health Service, The University o

f Queensland）を研究代表者とする国際共同研究であり、日本では日本集中治療医学会

の協力を受けて、札幌市立大学 看護学部（代表 卯野木 健）が研究責任者として

行っております。研究代表者の施設、また、公立大学法人札幌市立大学の研究倫理審

査委員会で承認を得ております。 

目的と意義 

世界的な感染拡大を起こしたCOVID-19感染症により、世界中の集中治療室で家族と

の面会に関して制限が余儀なくされています。また、増床により、家族のための控室

やアメニティーが撤去されたり、といった事例が報告されています。さらに悲しいこ

とに、死を迎える患者とも面会ができない、患者の情報を家族が得ることができない、

など患者や家族にとって危機的な状況が生じています。本研究では世界の、COVID-19

パンデミック下での面会や家族サポートに関する状況を把握し、今後の示唆としたい

と考えています。 

調査の対象者 

本調査は、集中治療室に勤務する医療従事者を対象にしています。施設の重複を避け

るため、施設名を入力していただきます。（施設名は重複がないか確認したあと、削

除した後、分析を行います） 

研究の方法とご協力いただきたいこと 

調査は、Webアンケートで行います。調査には、20分ほどの時間を要します。 

 

期間 

調査期間は最長、2021/8/31までを予定しています。（他国の状況に合わせて、早期に

終了する可能性があります） 

調査に対する同意と撤回に関して 



 2 

説明文を読み、調査内容を理解し、協力頂ける場合、Web上のフォームに回答してくだ

さい。Web上のフォームへの回答と送信をもって、研究への参加の同意とします。 

本調査は、匿名のため、同意撤回することができません。なお、本研究に同意しない

場合でもなんら不利益を受けることはありません。  

研究によって生じる利益と予想される負担や不利益について 

アンケートの回答に最大20分程度の時間を必要とします。それ以外に想定されるリス

クはありません。回答者に直接的な利益はありません。  

この調査に関わる健康被害の可能性と対応について 

本調査による健康被害の可能性はありません。  

謝礼・経済的負担に関して 

本研究に参加することによって生じる経済的負担はありません。謝金もありません。  

個人情報の取扱い 

本調査では、あなたの施設、市町村、ICUの名称を入力いただきます。これらの情報は

重複を避けるための情報であり、研究責任者の手により、分析前にすべて削除されま

す。これらを削除したデータは、回答を英語に変換した上で、研究代表者に送られま

す。 

情報の保管方法と破棄に関して 

研究代表者に送信したデータは、Metro North Hospital and Health Service, The Uni

versity of Queenslandで管理されます。保管は、施設の基準に従って保管します。札

幌市立大学では10年間、データを保管します。データは暗号化されたハードディスク

でパスワードを付加して保管されます。 

調査の費用に関して 

札幌市立大学の基盤研究費を用います。 

本調査の利益相反に関して 

本調査あるいは研究者は、その結果に影響を及ぼすような企業等からの資金提供は受

けていません。  

研究計画書や研究方法の入手に関して 

必要であれば、研究の独創性の確保に関わらない範囲内で研究計画書及び研究方法を

入手することができます。その場合、研究責任者まで連絡してください。  

知的財産権に関して 
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本研究で得られた知見に関する知的財産権は研究代表者、研究責任者と共同研究者に

属します。  

調査に関する情報公開に関して 

研究の結果は学会や論文として公開されますが、個人がわかるような情報が公開され

ることはありません。  

情報の目的外利用に関して 

データはサブグループ解析や日本でのデータと他国の比較など、二次利用される可能

性があります。その場合も施設名が特定されることはありません。 

相談窓口に関して 

本調査に関して質問がありましたら、以下の連絡先にご連絡ください。  

 研究責任者 卯野木 健（ うのき たけし ） 

 札幌市立大学 看護学部 看護学科 成人看護学領域（急性期）教授 

t.unoki@scu.ac.jp TEL：011-726-2557 

 

研究倫理に関する相談窓口 

札幌市立大学倫理委員会：〒005-0864北海道札幌市南区芸術の森1丁目 札幌市立大学

事務局地域連携課気付 電話番号 011-592-2346 fax 011-592-2369 

 

 

説明は以上になります。ご協力のほどよろしくお願いします。 


